
 

 

 

タブレット 

校長 野々田光則 
学校へのタブレットの導入から３年目を迎えました。現在では、当たり前のように毎日

活用しています。２年生から６年生は毎年４月にタブレット活用のルールを確認し使い始

め、１年生は、後期にルールや操作方法を知り、徐々にタブレットに親しんでいきます。    
３年目となり、使用する上での課題を改善しな

がら、活用を進めています。 
これまでの教科書などの紙は、文章を読みやす

いという利点があります。しっかりと読みこむこ

とで、学習した実感を得やすいと言われています。

一方タブレットなどに関しては、立体的な形をイ

メージしやすいので、図や表、グラフなどを見る

時には優れています。また、動画や音声データな

ども簡単に見たり、撮ったりすることができるの

で、授業内容の幅が広がります。 
いろいろな授業で、学習アプリ『ロイロノート』を活用し、自分の考えを交流するアイ

テムとして使ったり、その時間に学んだことを深めるための復習コンテンツとして使った

りしています。４年生のある女の子は、「デザインを描いてみたい」などと、教科以外の活

用にも興味を持ち始めています。 
このようなことを考えると、今後の使い方で効果が期待できるものとして、 

〇紙の教材では表現が難しいものが、映像やアニメーションで視聴覚的に表現ができる 

〇子どもの個性や適性、進度に応じた教材と学習環境が以前より数多く設定できる 

〇子ども自身で何度も試行錯誤したり、創造的な活動をしたりすることができる 

○大量の情報から価値ある情報を導き出したり、自分の発想と組合せて新しいものを生み

出したりすることができる 

「家庭へ持ち帰っての家庭学習」については、計画的に行っており、その有効性も確認

しています。 
今年はＡＩドリルを導入します。問題に対してつまずいた場合、そのつまずきの原因は

既に習った範囲のどこかの理解が不足している可能性があります。AI が「解けない原因」

を自動的に診断し「今必要な問題」を出題し、つまずきを確実に克服しながら次の単元に

進めていくというドリルになります。「何ページを何回する」という使い方が大切な時期も

あれば、基礎学力が定着した上で自分の能力を広げていく学習も必要になります。AI ドリ

ルの導入は、このように広げていくことにも繋がっていきます。社会は急速に変化してい

ます。学校教育における「人間らしさ」と今後の科学技術を融合させながら進めていくこ

とになりますが、いろいろ見極めて進めることはなかなか難しいものです。 
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今年度の教育理念   

「一人ひとりの可能性が拓く学校」 

2 年生 発表練習を動画で撮り、チェックし合う場面 

しだれ桜 4 月号で「大神楽」を「太神楽」と記述したところ、地域の方から「大神楽」であることを教えていただきました。学校だ

よりを詳しく読んでいただいていること、本当にうれしい限りです。ありがとうございます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜日 主な行事 

1 土  

2 日  

3 月 随伴下校による一斉下校 

4 火  

5 水 SC 来校・委員会④ 

6 木 

移動図書（２・４・６年） 
眼科健診（1～3年） 
民謡指導（3年・4年） 
家庭学習ウィーク開始 

7 金 
授業参観（情報モラルについて）
学級懇談会 

8 土  

9 日  

10 月 郡上市教育研究会 

11 火 プール掃除（5・6年） 

12 水  

13 木 
プール掃除予備日 
眼科健診（4～6年） 
１年親子行事 

14 金 命を守る訓練・クラブ② 

15 土  

16 日  

17 月 プール開き・SC 来校 

18 火 耳鼻科健診（１・２・４・６年） 

19 水 
カワゲラウォッチング（４年） 
委員会⑤ 

20 木 移動図書（１・３・５年） 

21 金 クラブ③ 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火 全校研究会 

26 水  

27 木 自然教室（５年生） 

28 金   民謡指導（３年） 

29 土  

30 日  

 
 毎年、１年生で実施するこの訓練は、郡上警察署の方、地域安
全アドバイザーの清水さん、「子ども 110 番の家」の藤村さんの
ご協力のもと行っています。 
 今年度も、下校途中に、不審者がしつこくつきまとってきたと
いう想定で行いました。不審者役の警察官の方に声をかけられた
らついて行かない、防犯ブザーを鳴らす、大きな声で助けを求め
る、「子ども 110 番の家」に駆け込み、助けを求めるなど、対応
について学びました。 
 その後、自分たちの登下校中にある「子ども 110 番の家」の看
板を見つけ、地域の方々に見守られていることを知り、改めてそ
のありがたさについて考えました。八幡小学校区には「子ども
110 番の家」に協力してくださる地域の方がたくさんいらっしゃ
います。本当にありがとうございます。 

公衆衛生について学んでいる学
生たちが子どもたちの給食の様子
を参観しました。その後、なかよし
班ごとに分かれ、掃除を一緒に行い
ました。また、５・６年生の子ども
たちと一緒に郡上おどりを踊るな
どをして交流を深めました。どんど
ん笑顔の輪が広がりました。 

○僕が一番驚いたのは、透明な液体が一 
瞬で真っ黒になる実験です。どういう 
原理であんなふうに変化をするのかも 
っと知りたいと思いました。 

○瓶の中に液体窒素を入れてふたをした 
実験は、4 年生に習った押し返す力と 
同じように瓶のふたが上に飛びました。 
見ていてとても面白かったです。 

 お子様のお迎えにいらした際には、安全のため、また、道路を
通行する方の迷惑にならないよう、路上駐車をご遠慮ください。
限られたスペースになりますが、譲り合いながら、職員室前の駐
車場をご利用ください。また、体育館前の駐車場は、関係者以外
の駐車をご遠慮ください。 

【７月の主な予定】 
4 日(木)移動図書（２・４・６年）返却のみ 
4 日～10 日 個別懇談 
18 日(木)移動図書（１・３・５年）返却のみ 
19 日(金)親子おどりの夕べ 
20 日(土)から、夏休み 

＊８／26日(月)授業開始 

＊変更する場合があります。 


